
2025年度 講座・出前授業報告書 No.22 

 

開催日時 2025年 10月 19日（日）  開始時間 14：00  終了時間 14：30 

開催場所 アリオ橋本 

実施内容  ４R「どうしようかプラスチック」  

人  数 
子ども 大人 

立って見ていた

人 
     計 

14 12 15      41 

スタッフ  6名 実施機関スタッフ  0名  

１ 概要 

・相模原市役所資源循環推進課主催「さがみはら 4Rフェア」がアリオ橋本グランドガーデン・フロン

トガーデンで実施された。 

・資源循環推進課からプラスチックに関する講座を依頼されたので「どうしようかプラスチック」を

実施した。 

２ 実施内容 

・始めに本会代表がステージで挨拶と会の紹介、プロペラで走る車・種モデル（アルソミトラ）・バル

サ紙飛行機を飛ばして、講座の一端を説明した。 

・説明担当のスタッフが登壇し、スライドを映写しながら小さい子が分かるように説明し、昔使って

いた竹製のかご等と現在使用しているプラスチック製品を比較して、子どもたちの関心を引いた。 

・プラスチックの良いところ、残念なところについては、通常の講座では子どもたちに問いかけて答

えさせるが、ステージ上での話のため親子で考えるように問いかけた。 

・水に浮くプラスチックと浮かないプラスチックは、本来は子どもたちに実験させるのだが、ここで

は演示実験をしながら説明した。 

・江の島の海岸で拾った腐食したペットボトルを見せて、ペットボトルのかけらは魚が餌と間違えて

食べる、消化されず胃に残ったまま⇒その魚を食べる？などを説明し考えさせた。 

・最後に、なるべくプラスチックを使わないような生活を心がける。ごみは分別方法をしっかり守っ

て捨てる。どうしても使うときは自然と私たち人にやさしいプラスチックを使う。そして、「プラス

チック問題どうすればよいだろうか」と問いかけて終了した。 

３ 良かった点、課題点など 

・親子が一緒に参加したので、帰宅してから話し合う機会を作ることができた。 

・リーフレットを関心ありそうな大人（27人）に配布でき、ある人から講演以来の相談を受けた。 

・ステージ上での説明と演示なので、子どもたちを対話しながら進めることがしにくく、この講座の

意図がどれだけ伝わったか気がかりである。 

・会場が広く、いろいろな音が伝わってくるので受講者の意識が散漫になりがちだった。 
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